
第２次有田市都市計画マスタープラン　パブリックコメント　意見への対応状況

No ページ・項目 ご意見 都市計画マスタープランへの考え方

都市環境の形成に関するご意見　1件
地球環境に配慮した都市環境の形成に関する方針として、都市計画マ
スタープラン（素案）では以下のとおり記載しています。

・市民として誇らしいと思える、環境対策に真剣なまちにしてほしい　など

頂いたご意見については、今後の参考とさせていただきます。

生活排水等の下水道事業並びに合併浄化槽の方針に関する意見　1件
下水道に関する方針として、都市計画マスタープラン（素案）では以
下のとおり記載しています。

・下水道を含めた、生活排水の処理について改善策を考えてほしい
・汚水処理人口普及率を向上させる、具体的で入念な計画をつくってほしい　など

頂いたご意見については、今後の参考とさせていただきます。

避難場所の確保、災害への対策等、都市防災に関する意見
または、都市計画以外の防災に関する意見　12件

都市防災に関する方針として、都市計画マスタープラン（素案）では
以下のとおり記載しています。

・避難場所の確保、備蓄の市外分散保管などの検討をしてほしい
・市全体で避難訓練、要支援者の避難対策、災害時のトイレ対策の実施をしてほしい
・内水・高潮ハザードマップ、大規模地震への対処計画の作成をしてほしい
・災害時にも活用できる地域公共交通網を整備してほしい
・災害時や災害前後の、丁寧な情報広報体制を構築してほしい　など

頂いたご意見については、今後の参考とさせていただきます。

地域別整備方針に新ごみ処理施設の建設計画について記載がないことに対する意見　1件
宮原地域の地域別整備方針の記述について以下のとおり追記しまし
た。

地名、施設名等の記載誤りに対する訂正及び資料レイアウト等の改善に関するご意見　22件
ご意見を受け、全体の記載内容を精査し、誤記の修正と図面等一部レ
イアウトの改善を行いました。

・令和１年→令和元年
・棒グラフに数字があると分かりやすい　など

都市計画以外の施策やまちづくり全般に関する意見　7件 頂いたご意見については、今後の参考とさせていただきます。

・市民と共有でまちをつくれるような仕組みや条例を定めてほしい
・パートナー制度等の導入、有機栽培や環境負荷の低い農業への支援　など
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専門的な言葉の意味が伝わりにくいとの意見　1件 専門用語等については、巻末に用語集を添付いたします。
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p68（５）地球環境への配慮方針

１）地球環境に配慮した都市環境の形成

・地球環境に配慮し、持続可能な社会の実現に向け、3Rの啓発

や資源ごみの集団回収を促進し、廃棄物の適正処理を行う。

また、エネルギー消費を抑制し省エネ活動を行うとともに、

再生可能エネルギーの活用を促進し、エコロジー環境の醸成

を図る。

p63（４）河川・下水道の整備方針

衛生的で快適な都市環境の形成に向け、河川・水路・公共用水域

の水質汚濁を防止し、身近な水環境を保全するため、生活排水処

理基本計画（平成30年(2018年)3月 有田周辺広域圏事務組合）に

基づき、人口減少に対応した効率的な汚水処理整備を行う。

p64 ③合併処理浄化槽への誘導

・漁業集落排水施設の処理区域以外の地区を対象とし、合併処理

浄化槽の計画的な整備を継続して行う。設置事業は、国の交付金

などを活用し整備を推進することとし、市民に対して合併処理浄

化槽の設置に関する広報を行い、単独処理浄化槽などからの転換

を促進する。

・個別処理施設の維持管理は、民間事業者とともに管理体制づく

りを図る。

p70 ８．都市防災の整備方針

有田市は、過去に大きな水害を経験し、東海・東南海・南海3

連動地震や南海トラフ巨大地震の発生も予想されている。また、

都市活動によって火災や交通事故などの人的災害の発生も懸念さ

れることから、都市の安全性を高め、人命と財産を守り、災害の

被害を最小限に留めるため、地域防災計画などに則りながら減災、

防災のまちづくりを継続して行う。

② 避難場所・避難路・緊急輸送路の機能の確保

・必要に応じて新たな避難先や避難経路の確保を図る。また、密

集した市街地や集落地では、無電柱化や道路拡幅などにより、

避難路や防災拠点施設へのアクセス道路の安全性の向上を図る。

さらに、地震時に倒壊恐れのある避難経路周辺のブロック塀な

どは、撤去などを促進する。

p72 （４）復興まちづくりの方針

１）災害復興への事前準備の推進

・和歌山県の「復興計画事前策定の手引き」(平成30年(2018年)3

月)の考え方に則り、南海トラフ巨大地震などの大規模災害か

らの復興について検討を推進する。

p101 ④その他施設の整備方針

・新たなごみ処理施設の建設を推進する
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